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ツェルと会い、 9 月 5 日から旅行にでかけ、同 8 日～28日にボイテンゾルフ
（Buitenzorg）を訪問。西ジャワ各地を訪れた後、12月頃にバタヴィアに戻っ
ていたのである（7）。また、同記載により、ノローニャによる植物図譜の在欧写
本として、ロンドン写本（Natural History Museum、略称 BNHM 所蔵）とパ
















































図 1 　表紙 図 2 　帙の蔵書印
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5 ）。植物図第106図（第67丁表）にはフランス語名「Fougere」（sic : 
図 3 　第 5 丁裏と第 6 丁表
図 4 　第16丁裏と第17丁表
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図 7 　第 5 丁表（第 2 図）
図 9 ～14　©Kanda Sano Library, KUIS.　図17、図20、図21　杏雨書屋所蔵
図18、図19　京都府立植物園大森文庫蔵















©Kanda Sano Library, KUIS. ©Kanda Sano Library, KUIS.
（8）
植物図の第 5 図の植物名（図13）、第 6 図の植物名（図14）は榕菴の手と比
べると流麗さを欠き、運筆の速度も遅い。第 5 図以降は植物図を模写した雁皮
紙を料紙に貼付し、その上から植物名が書き込まれている。辻蘭室が原本の書







KRUIDBOEK  dool［sic］IOAN」 （榕菴筆日本草木誌の意）をギリシャ文字
でペン書きし、西洋海浜風景図と「1825」の年号を加え、手書きの飾り枠（草
模様）で囲い、さらに「宇田川印信」（朱文円印）を貼付している。この冊の


































































































































図29　Paris 写本　　第 6 図　JavanicèKipait
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Francisco Noroña, Botanique de l’île de Java. c. 1786
©Muséum national d’histoire naturelle
（14）
産相続人に指定したフランス人植物学者で、モーリシャス島で農園を経営して























植物の現地名に関するノート」（Notitie der Planten door den Heer Noronha 








































自然史博物館所蔵 Francisco Noroña 文書 No.43には「ノローニャ著ジャワ島
動物誌」（Zoologie de l’île de Java par Norona）と題する12葉からなる図集が
図31『図譜』　第25丁裏Rassamalla 図32London 写本　第41図Rassa-Mala
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©The Trustees of the Natural History Museum, London.©Kanda Sano Library, KUIS.
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（17）
図33　Noroña, Zoologie de Java.第 2 図　Banga-bòtac
図34　『図譜』　第13丁表Banbouttakバンボウタック
図35　Noroña,Zoologie de Java. 第 4 図
234
©Kanda Sano Library, KUIS.
Francisco Noroña, Zoologie de Java. c. 1786　©Muséum national d’histoire naturelle
Francisco Noroña, Zoologie de Java. c. 1786　©Muséum national d’histoire naturelle
（18）
図36　『図譜』第34丁表　Manaktjeonマナクチヲン（22）
図37　Noroña,Zoologie de Java. 第 3 図
図38　『図譜』第49丁表Bouronsappauボウロンサッパウ（23）
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©Kanda Sano Library, KUIS.
©Kanda Sano Library, KUIS.
Francisco Noroña, Zoologie de Java. c. 1786　©Muséum national d’histoire naturelle
宇田川榕菴・辻蘭室筆「彩色ジャワ植物図譜」について
（19）
あり、鳥図 6 図を含んでいる。『図譜』の鳥図 4 図のうち、第33丁裏の Manak 
Doedot 図を除く 3 図（図34、図36、図38）は、それぞれ、この図集の鳥図の






















































































































































































































































































   
   





























































































































































































































































































































































































































































































































   
   













































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































   
   















































































































































































































































   
   





























































































































































































































































































































































































































































































































































































   
   





























































































































































































































































































































































































































































































































   
   













































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































   
   















































































































































































































































   
   


































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































［4a］ Dit is een kleyn boompie de grootste van 12 voet hoog, uytmuntent 
fraay alle anderen door zyne blinkerende goud gekouleurde bladeren, ’t welk 
zyn 7 of 8 duymen lang, zeer schoon van koleur met goud geel plekken in ’t 
gras groen blad gemengeld, dog de geele plekken zyn ’t meest in ’t midden 
van ’t blad, en ’t groen op de kanten, dese bladeren staan een aan een digt by 
malkanderen, regt over ende naar boven, de dikste staan［sic: stam］ is als 
een groote arm dik, bruyn van kleur, als men den dikke stam afkapt, dan 
druypt ’er een zuyver klaar water uyt, ’t welk de Javanen tot een medicyn 
gebruyken, voor roode oogen, laten dit water uyt den afgekapte stam, in de 
oogen druypen, ’t welk ik by ondervinding heb, dat dit water den oogen zeer 
zuyvert en klaar maakt, heeft den smaak van zuyver water, dog soetagtig, 
maar zeer koud, de bloemen zyn van de grootte als hier vertoont word, groe­
yen aan een lang groen takje, ’t welk altyd in de midden van een tak komt, 
図41（26）　第 8 丁表 第 8 丁裏
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©Kanda Sano Library, KUIS.
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（27）
na boven ziende, ’t bloeysel is een klein geelagtige bolletje op een kleyne 
roode lank steeltie, ’t bloemtie is van 6 kleine spitspuntige bladiens met goud 
geel koleur alle regte over ende maar boven ziende, dese ［ 4 b］ bloem heeft 
weynig theeagtige reuk, de vrugt ryp zynde is de groote van een eerwt, 
zwart van kleur weynig na ’t groen trekkende in ’t schil vind men een 
sneeuw witte pit, zeer droog, en rond deze vrugt heeft een biteren smaak en 
aang［e］naam, by de Javanen niet gebruikbaar. de Javaanse vrouwen nee­
men deze bladeren van dit boo［m］pie en knauwen die met de bladeren van 
kiesanpan en bespouwen hunne kleine kinderen met dit sap, als zy denken 
dat hunne kinders met eenige tooveren bezeeten zyn: agten dit voor een 
groote middel tegen alle tovery, zy nemen ook takken van deze struyk en 
plante［n］dit rondom hunne graven, en zeggen dat de duivel hier mede ver­









































［8b］ Deze Plant is van 16 of 17 voeten hoog, zyn bloem is groot met veel 
bladeren die zeer dik zyn, ligt rood van koleur, en deze bloembladeren is een 
kleine blom, de groote als hier verbeelt is letter A, de vrugt is de groote net 
als hier afgebeelt B. en C zaat of pit. Javanen zoeken deze vrugten zeer sterk 
om te eten, en is zeer menigvuldig door ’t gansch gebergte van Java, deze 




















［20a］ Is een grooten boom, ik heb ’er een gezien op Pondukje, staande aan 
de zyde van ’t huys, waar van ik deze tak heb genomen en getekent als hier 









［21a］ Deze plant is eens zo groot als hy hier verbeelt is, heeft nooyt geen 














この植物は高さが 2 ないし 3 フィートあり、大変良い香りのする花を付け
る。
6 ．「ラスサマルラ」
［27a］ Deze is een grootsten boom, ik heb ’er een boom gezien den 14 octo­
ber 1786. op pondukje aan den voet van de groot berg, die my zo groot 
voorkwam dat ik nooyt zou wille geloven hebben, dat ’er zulke groote bomen 
in de wareld ［sic］ waren, zyn ditkte net of men by een toorn waren, de bast 
witagtig van koleur, zyn hoogte verschrikkelyk als in de wolken uystekende
［sic］ regt als een gespannen draat tot boven toe, nievers［sic: nevens］ geen 
takken, als boven een schoon ronde kruyen ［sic: kruyn］, waar veel groote 
vogels in huys nesten, de Javanen bewaren deze boom voor rariteyt.
Deze getekende tak is genomen van een kleine boom die in zyn bloemen 
was; bloem die purper van koleur is de vrouwelyk die de vrugten voort­
brengt, de geel bloem is de manlyk die verdragen en afvallen, de vrugt is 
omtrent zo klein als ’t hier verbeelt, B de 2 amandeltje dan malkander, C een 
amandeltje D de amandeltje die ’er binnen inzetten, is zeer lekker om te eten 
zyn. E ’t zaad, F de schelpen van 2 amandeltje, G een stuk van de vrugt of 
groote schelp, ’t hout van deze boom heeft een aangenaame reuk en is zeer 
























に図示したように小さく、B は二重の実、C は一重の実、D はその中の実で、




［28b］　Is een plant van 12 ã 13 voet, zyn wortel buyten gemeen wit, deze 
plant of boompie dragt nooyt zyn vrugt of bloem, als op de steeltie van de 










［30a］　Dit plantje is hier levens grooten afgebeelt, zyn wortel is zeer ver­
giftig en onverdraaglyk stank, ’t geheele plantje heeft een onverdraagelyken 
leelyken stank, men vind ’t zeer zelden, somtyds in slykagtige en ongankbaar 










［31a］　Is een boom 18 of 20 voeten hoog, en een zeer aangenaam en lieflyk 







［40b］　Deze plant is zes of agt voet hoog, groeyt altyd op oude en ver­
rotte tronken van boomen, zyn vrugt heeft een zuuragtige bitter smaak, 
oneetbaar, en is de groote van een hert［sic: ert］: zyn altyd 5 of 6 by mal­








この植物は高さが 6 ないし 8 フィートあり、常に樹木の古く腐った幹に生え
ている。その実は酸味と苦味があり、食べられず、エンドウ豆の大きさであ
る。小さないくつかの花弁で出来た房の中に 5 、 6 箇、重なっている。
11．「カトツクマーニス」
［45b］　Is een kleine boompie van 9 of 10 voeten hoog, zyn vrugt is als een 







［48b］　Dit is een kleyne boom van 14 ã 16 voeten hoog, de bloem is een 








［51b］　Dit is een boomie van 12 of 14 voeten hoog, Zyn bloemen zyn bui­
tengemeen aangenaam van reuk, zyn vrugt stinkt en is vergiftig, de groote 










［53a］　Deze boom heeft een geheel schoon aanzien, en zeer groot, zyn 
bloem heeft en ongemeen aangenaam reuk, en zyn vrugt is zeer eetbaar, en 









［54a］　Is een boom van 11 of 20 voeten hoog, zyn vrugt zyn net als ey­







［60b］　Dit is een Heerlyke plant zeer sierlyk door zyn schoon vrugt en 
bloem, de blom zyn weinig grooter als hier verbeelt, maar de vrugt is groter 















［64a］　Dit is een groote boom, zyn hout is ’t meest in gebruik, by de Ja­








































































































の側室を津山まで送る命を受け、 5 月14日、江戸を発った。帰路は 6 月12日津
山を出立し、京都で蘭学者の藤林普山、典医の小森桃塢に会い、木屋町に僑居














理解を賜りました。British National History Museum (London, UK)、Muséum 







（ 2 ） 対応するオランダ語原文は本稿第 4 章、 2 .「ヲンヂイ」、 3 .「リンキング」、
6 .「ラスサマルラ」参照。
（ 3 ） ポンドク・グデー(Pondok Gede) にある村名か。
（ 4 ） 松田清・益満まを・勝盛典子「桂川甫周訳并犀図について」、『京都外国語大学研
究論叢 LXXXIII』2014、p.74。Wolfgang Michel, “A Naturalist Lost ―C.P. Thun­
berg’s Disciple Johan Arnold Stützer (1763-1821) in the East Indies”, JapanArchiv. 
Schriftenreihe der Forschungsstelle Modernes Japan. Band 5 , 3 . Bonn 2015.
（ 5 ） Marie-Christine Skuncke, Carl Peter Thunberg, Botanist and Physician: Career-
Building across the Oceans in the Eighteenth Century. Uppsala: Swedish Collegium 
for Advanced Study, 2014. の著書がある。
（ 6 ） Hoadley, Mason C., & Svanberg, Ingvar, "Hunting the Rhinoceros in Java: Johan 
Arnold Stützer and his Journal 1786-1787", SLÅ 1990-91, p. 123は、ステュッツェル
の西ジャワ北岸シルボン地方の旅行における、10月12日から25日までの行程を要約し
ており、ボイテンゾルフ滞在はあり得ない。
（ 7 ） Susana Pinar, El sueño de las especias : viaje de exploración de Francisco Noroña 
por las Islas de Filipinas, Java, Mauricio y Madagascar. Madrid, 2000.　pp.87-227に翻
刻されたノローニャ『ジャワ島紀行』（De mi viaje a la isla Java.）は 3 篇からなる。







在記は簡略である。第 2 篇（Cuaderno 2 o）はポンドク・グデー（Pondok Gede）以
下、各地の滞在記からなる。滞在日数は示すが、日付はほとんど記さない。Rassa­




（ 8 ） ロンドン写本およびパリ写本の植物分類学的な先行研究には、C.G.G.J. van Steenis 
& M.J. van Steenis-Kruseman (1970): ”The Plates of Javanese Plants of Francisco 

























（17） Catalogue général des manuscrits des bibliothèques publiques de France. Paris- 
Tome II. Muséum d'Histoire naturelle, (...). Paris, Plon, 1914. p. 6 .
（18） C.G.G.J. van Steenis & M.J. van Steenis-Kruseman (1970), pp. 354-356.
（19） Natural History Museum, London, Labrary. [Scr/Gallery/ Cupb’d / 113/ Shelf B].
（20） C.G.G.J. van Steenis & M.J. van Steenis-Kruseman (1970), p. 357.
（21） C.G.G.J. van Steenis & M.J. van Steenis-Kruseman (1970), p. 360. Noronha, Fran­
cisco: Icones ineditae 110 plantarum javanicarum servantur Samarangae in schola 
navali, Berlin. (ca. 1786-1789. Berlin, Staatsbibliothek zu Libr. Pict. A 101.) Susana 
Pinar  (2000), op. cit. にカラー図版10図が掲載されている。
（22） 図36、図37は、キュウカンチョウ Gracula religiosa。山崎剛史氏のご教示による。
（23） 図38、図39は、サンショウクイの 1 種 Pericrocotus miniatus のメスか。山崎剛史
氏のご教示による。
（24） Verh. Batav. Gen. Vol. 5 (1790). “Altingia excelsa Malaice et Javanice Rasamala 
lignum papuanum Rumphii Herbar. Amboin. Vol. 2 . Pag. 57.” / “De voortrefelyke 
Altingia in het Maleisch en Javaansch genaamd Rasamala en by Rumphius in zyn 




ローニャが当時のオランダ東インド総督 Willem Arnold Alting (1724–1800) に敬意を
表して付けた。
（25） Verh. Batav. Gen. Vol. 5 (1790). “Descriptio arboris Ranghas.” / “Beschryving van 
den boom genaamd Ranghas.” 同巻にはまた、Relatio plantarum javanensium iterfac­
tione usque in Bandom recognitarum â Dno. F. Noronha. ( バンドンに至る旅行により
F. ノローニャ師によって発見されたたジャワ植物の報告 ) と題するジャワ植物名彙が
収録されている。この植物名彙ではノローニャ提案の新属名リストに続いて、約700
種のジャワ植物が二名法による学名とジャワ語現地名との対訳辞典の形で示されてい
る。C.G.G.J. van Steenis & M.J. van Steenis-Kruseman (1970) は「ジャワ島内部に入
り熱帯の山岳に登った最初の植物学者」ノローニャの業績として、この「報告」と
「ジャワ植物図譜」（ロンドン本、パリ本）を、高く評価している（p. 353）。




はショウガ科の草、Etlingera elatior (Jack) R.M.Sm.　永益英敏教授のご教示による。
（27） 平井誠二「『下橋敬長談話筆記』─翻刻と解題─（三）」『大倉山論集』第48輯、平
成14年 3 月、p.314参照。
（28） 「御内儀勤仕諸家系譜」（渡邊家文書）の渡邊家系譜による。『地下官人伝』第 4 冊
（京都府立京都学・歴彩館所蔵 館古458「下橋家資料」№263）の内豎兼主鈴渡邊家伝
には享保「十四年後九月五日　補内豎兼主鈴」とある旨、花園大学文学部松田敬之准
教授からご教示を受けた。
（29） 山本読書室資料に「与春斎千種有功卿天台採薬」（R83）、「千種三位有功卿比叡山
採薬歌」（M36）などの写本が伝わる。松田清編「山本読書室資料仮目録」統合電子
版 http://matsudakiyoshi.com/dokusho.pdf 参照。
（30） 幸田正孝「宇田川榕菴の年譜」『杏雨書屋所蔵宇田川榕菴植物学資料の研究』
(2014)、pp. 717-718.
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